　 平成２６年７月１０日

 大阪府製本工業組合

（２６年７月期） 　理 事 会 議 事 録（案）
１．招集年月日　　平成２６年６月３０日（月）

１．開催日時　　平成２６年７月９日（水）午後６時３０分～８時１０分
１．開催場所　　大阪製本会館
１．理事・監事の数及び出席理事・監事の数並びにその出席方法

理事数　２３人　　出席理事数　２３人（本人出席２０人、書面出席３人）

監事数　　２人　　出席監事数　　０人（本人出席　　人）

相談役数　２人　　出席相談役数　０人（本人出席　　人）
１．出席理事等の氏名　　
（本人出席）
澤田政紀、岡本城夫、富塚宗寛、寺川務、松尾秀樹、平田龍己、田中尚寛、大塚保男・小野木基博
管東稔浩、木下和美、齋藤晴治、中谷康宏、坂東光次、平井一彦、松本正一、三木信二、南幸次
山口仁史、横井邦章
（書面出席）
金田英幸、菊地雄一郎、橋野昌幸
（オブザーバー）　
祝迫多水治
１．議長の氏名　　澤田　政紀
１．議事の経過の要領及び議案別議決の結果

定款の規定により理事長、澤田政紀が議長に就任し、理事会の開会を宣言。
寺川専務理事から本日の書面出席は３名との報告があった。
澤田理事長から次のとおり挨拶があった。

「新体制になって初めての理事会ですが多くの皆様に参加頂き有難うございます。
２年間この体制で澤田丸を支えて頂きたいと思います。

今、阪神タイガースは６連勝中です。
田中尚寛さんにも双子のお子さんが誕生しました。おめでたい事です。（一同拍手）

さて７月５日（土）全国製本誠友会の岡山大会に参加致しました。

大阪から１０名程参加され活気のある大会であったと思います。

“製本ビジョン２０１８”の講演が田中先生により行われましたが、大阪での説明会と違いブロック毎に分かれての講演でした。

その後の懇親会は大変盛り上がり素晴らしい一時を過ごさせていただきました。
本当に楽しい誠友会でした。

以上でありますが皆様方には今後とも忌憚のない意見交換をお願いしたいと思います。」
第１号議案
全製工連第４３回「通常総会（５月３０日）開催」等模様について

全製工連副会長（澤田理事長）、理事（富塚副理事長、寺川副理事長兼専務理事）の皆様から報告。
澤田理事長

「本年度の総会は役員会選がございました。

全製工連の三役ですが、会長、大野亮裕氏（東京工組）、副会長、笠間史盛氏（石川工組）、山崎喜市（京都工組）、田中真文氏（東京工組）と私澤田が選任されております。

専門委員会の役員ですが、書籍・雑誌委員会担当副会長は山崎喜市氏（京都工組理事長）、商業印刷製本委員会担当副会長は笠間史盛氏（石川工組理事長）、紙製品製本委員会担当副会長は私澤田、手帳委員会の副会長は田中真文氏（東京工組副理事長）がそれぞれ選任されております。
大きな議題は特にございませんでしたが、全国大会開催の件で、第５６回は京都大会（２０１５年）、

第５７回は全製工連の６０周年と合せ２０１６年に開催をしたいとの意向がございました。

本来全国大会は２年に一度の開催なのですが、このような要望が出されております。

２０１８年は愛知工組の１００周年とのことで、愛知で開催される予定です。

西日本協議会の次の大会開催予定は２０１６年ですが全国大会と重なりますので、開催年を調整する必要があるかも知れません。
大野会長からは日印産連に支払っている関連団体の負担金を１００万円程度下げて貰えるのではとのお話がありました。本年度は無理なようですが次年度から下げていただけるようです。
当工組も１０万円程度の負担が少なくなるかも知れません。」
富塚副理事長

「“製本単価の改定に関するお願いについて”と題し各工組理事長名で業者にお願いをしてはとの提案がございました。

ＨＰ、“製本の引き出し”の活用に対するアピールがございました。
アクセスが結構あるとの事で是非とも活用をお願いしたいとの事です。

登録をお願いしたいと思います。」

寺川副理事長兼専務理事

「東京は大阪に比べて常に前にいると思います。
商売、技術も含めて３年も５年も先を見据えた行動をしているように感じます。」
第２号議案

第４５回「通常総会」開催状況等について

事務局から資料に基づき説明。
「５月１７日、シティプラザ大阪（中央区本町橋）で開催し、総会は午後４時３０分から休憩を挟み午後６時まで、懇親会は午後６時３０分から午後８時１５分まで開催を致しました。
参加状況ですが、組合員４７名、賛助会員１５名、来賓１４名、報道３名、事務局２名の総数８１名、（概数）でございました。
費用ですが総会予算は９０万円、ご祝儀を含めて約８万円の残金となっております。
次に総会開催日でございますが、暦の関係で年々前倒しになり本年は１７日の開催日となりました。

事務処理の関係も含めて次年度は５月下旬の５月２３日（土）に開催をしたいと思います。

会場のシティプラザ大阪につきましては仮予約を入れております。

なお会場の状況、料理等について御意見等ございましたらお願いをいたします。」
各理事からの意見
・会場（シティプラザ大阪）については問題ない。

・来賓挨拶等時に私語が多いのは慎まなくてはと思う。

・他会場に比べて良い。
・料理のサービスも良いのではないか。ただ懇親会場の場所は狭いと感じるが、もっと大きな会場（室））で出来ないものか。

・反面狭いから話がしやすいとか盛り上がりやすい事もある。

・本来座った方が良いのかも知れない。

等々の意見提起があり、総会会場はシティプラザ大阪、開催日は５月２３日（土）で了承となった。
第３号議案

フォークリフト講習会の開催について
平田理事（安全技術委員会委員長）から報告説明。

「２６年度のフォークリフト技能講習会は理事会（5／14）の結論に基づき昨年に引き続き実施致します。
実施時期につきましてはアンケートの結果もそれぞれ（６月から～８月まで等々）でございましたので港湾防止協会と調整のうえ７月１２日（土）、１９日（土）、２０日（日）２６日（土）と致しました。特に１９日（土）と２０日（日）は連続しておりますが２１日（月）が海の日で祝日との事から連続と致しました。参加者は１６名でございます。　補助につきましては昨年と同様講習会費用（３４，０６０円／人の端数の金額４，０６０円×１６名＝６４，９６０円教育研修費）の端数の金額を補助しております。

なお今回は他会社より講習に２名の方が含まれることとなっております。
学科講習：午前８時００分開始（１日間）、技能講習：午前７時４５分開始（３日間）で内容の詰まった講習となっております。

なお受講者の皆様には、７月４日（金）に詳細についてそれぞれＦＡＸで案内状を送付しておりますが、７月１２日（土）の受講日には、入口が判りにくい事もあり私（平田）と事務局から現地に参ることとしております。
なお今後も希望がございましたら次年度も継続して実施したいと思います。」

各理事から、

・フォークリフトの使用は、基本は社内で使用し、荷物を乗せた段階で社外での使用は駄目。

・社外で乗車（ナンバー取得車）することは良いが作業をしてはいけない。

　空で走行する分は構わない。

・許可証無しではフォークリフトは運転が出来ないので事故など起こした場合に労基署での問題となる。　以前立入検査が入り注意喚起を受けたことがある。　　等々の意見交換があった。
第４号議案

製本と紙工（夏季号）編集企画（案）について
山口理事（総務広報委員会委員長）から資料に基づき説明。
「初めて総務広報委員会の委員長に任命をされました。

より良い製本と紙工にと思いますのでご協力方お願いを致します。

６月２６日（木）に新メンバー（寺川担当役員、金田、菊地、木下、齋藤、松本、横井理事）による総務広報委員会を開催しました。

資料のとおり製本と紙工（夏季号）第１４０号の編集企画（案）について説明致しますが、

既に広告依頼関係につきましては皆様のお手元に確認依頼が参っているかと思います。
現状では特に組合員、賛助会員様からの広告の取止めはございません。

新たに１ページ広告（広告料は１５，０００円）が清水相談役のご紹介で掲載することとなっております。（埼玉県の会社）

巻頭言は新理事長の澤田様、特集記事として役員改選に伴い理事全員（２３名）の顔写真と略歴、担当委員会等につきまして掲載したいと思っておりますのでご協力方お願いいたします。

掲載時に頂く一言等（生業に思うこと、組合に思うこと等）はＦＡＸで一両日中に依頼いたしますのでよろしくお願いいたします。

組合員訪問は前号では日程の都合で訪問できておりませんので、今回は㈲あかつき様、富塚製本㈱様、㈲正月製本所様の三社を予定しております。（７月１９日訪問で調整致します）
これら以外にも趣味、感心ごと等掲載をしていきたいと思います。
それらからサークルの呼びかけをおこない組合の活性化に繋げていきたいと思っております。
なお今年度はバスレク等（実施時期は１０月か１１月頃）も計画をしております。

ご要望等ございましたらご意見等よろしくお願いいたします。」
寺川担当役員（副理事長兼専務理事）
「今までの部分は今までの部分として、今後楽しい部分の企画が出来ればと思います。

例えば小野木理事のバスケツトボウルの記事等、仕事以外の事もどんどん掲載をしたいと思います。

バスレクは１１月でも良いのでは思っていますしゴルフコンペもと思います。」
第５号議案

品種別専門部会“発足大会”参加状況等について
事務局から資料に基づき説明。
「開催日は７月１１日（金）の午後７時００分から、場所はニューオーサカホテル心斎橋Ｂ１グロッ
タ・デ・アモーレ（中央区西心斎橋）で開催致します。
現在の参加状況は皆様のご協力もあり、総数約５０名（組合員・書：１６名、手：４名、紙：５名、商：１２名、賛助会員等：１４名）の参加となっております。
発足大会の次第（案）ですが、司会は寺川副理事長兼専務理事にお願いをしております。

大会は午後７時００分から午後７時２０分頃までを予定しており午後７時２０分から懇親会を開始したいと思います。懇親会は立食方式としております。
大会では澤田理事長挨拶で始まり品種別専門部会の概略説明及び事業計画＆予算については富塚副理事長に説明をお願いしております。
懇親会の乾杯ですが若手理事を代表して小野木理事、中谷理事の二人体制でお願いをしたいと思います。閉宴の挨拶は岡本副理事長にお願いをしております。」
富塚副理事長
（部会員（書籍、手帳、紙、商印）以外の組合員（部会未加入８社）に連絡を入れていない状況に関し）

「本来、同じ組合員でありお誘いをしてあげてはどうか。それを契機に部会に加入をしてもらう事も出来るのでは。」
岡本副理事長
「本当は呼んであげれば良いのでは、部会に入っていないけど組合員なので。」
等々意見があり、挙手の結果、賛成多数となった。
但し、開催日が迫っていることもあり（ＦＡＸ送信日の翌日が開催日となる）今回は見送ることとなった。今後、品種別専門部会で検討要。

なお大会開催状況は、業界紙から印刷時報㈱が取材に、当工組のＨＰにも掲載予定のこととしている。
第６号議案
その他

①委員会の活動状況について

組織活性化委員会（田中担当役員（常務理事））
「６月３０日（月）に役員会を開催、理事会に物申す会になろうとのことで理事会開催月の前週の水曜日に委員会を開催。次回は９月の第一水曜日に開催（８月は理事会休会）。
なお委員会には支部長が欠席の場合、必ず副支部長の出席をお願いいたします。
出席されないと欠席裁判になります。次回は福島エリアで開催予定。」

富塚副理事長から、

「組織活性化委員会の本来の主旨は組合員増強活動なのでよろしくお願いをする。」

との発言があった。

財政健全化経営革新委員会（富塚委員長）

「財政健全化委員会が財政健全化経営革新委員会に名称変更し新たな活動を行うこととなりますが、組合全体のことを考えていく会としたいと思っております。
部会の関係につきましては一部会制が発足しましたのでお任せしたいと思います。」
②支部、部会の活動状況について
東南支部（三木支部長）
「８月２４日（日）にバスツアーを開催。（丹波立杭焼、有馬温泉で昼食、六甲山、南京町）」
商業印刷製本委員会（木下委員長）
「６月２１日、２２日専門委員会が東京で開催。約５０人の参加があり、大阪からは７人が参加。
東京駅に集合し、東京スカイツリーから、３社の工場見学、３社とも製本ビジョンのモデルで従業員数は各社１０人程度、設備的には我々と同じだが後はアイディア次第。（我々には浮かばないが）だと思う。その後屋形船で懇親会を開催。

来年の開催は大阪に決定。東京は二世会が中心として実施していたが大阪は一部会制となったのでご協力方よろしくお願いをする。」
富塚副理事長
「自分の目で見て体感することが一番であり、ＧＤ賞を取得している。

　今回の専門委員会は言い尽くせないほどの成果があったと思っている。」

若葉会（中谷理事）

「第５３回全国製本誠友会岡山大会が７月５日（土）開催され大阪から１１名が参加し出席率は高い。常任委員会では２年に１回の開催にする案が上がっているが、来年は福岡、再来年は大阪の開催となっている。若葉会も今月から月１回集まり準備を進めていくこととしている。」
横井理事

「製本ビジョン２０１８の講演は１５の会社の現状分析と環境分析の二つのテーマまで実施した。

（５年後の会社は未実施）
２世会、東京との関係を良くしようとしている。

誠友会は疑問との二世会の意見もあり、出来るだけ東京の力に近づけていきたい。」
五団体協議会（富塚副理事長）

「例年７月に実施していたソフトボール大会の代替え行事として７月２６日（土）梅田のニューミューヘン本店で納涼会を開催致します。大勢の皆様のご参加よろしくお願いいたします。」

最後に岡本副理事長から

「本日はご苦労様です。各委員会色々なところで色々な方々が活躍をされています。

特に９月に開催される書籍の専門委員会の案内は一部会制により案内が全員に出されますが、何とか一般の組合員さんを誘って頂きたいと思います。

皆さんと、接っして話を聞き、話をして、得る物は多いと思います。

親しい方がおられたら是非誘って頂き組合の良いところを感じて頂きたいと思います。

私は１回休んだだけで数十年参加しております。

絶対絶命の時に東京へ声を掛け色々アドバイスを頂きました。
専門委員会に誘って頂き参加して頂きもっと素晴らしい実感、体感ができるのではと思います。

本日は長時間お疲れさまでした。」
以上で理事会を終了した。
以　　　上
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